
 

（１）本校の新聞活用（ＮＩＥ）の現状 

   本校は全校で 80 人、各学年１クラスずつの小規模校で、平成 21 年からは長野西高

校の地域キャンパスなり、平成 29 年で９年目を迎える。小中学校の学び直しを行う科

目「ベーシック」や、中条地区住民運動会全校参加などの地域との交流を大切にしてい

る学校である。 

   小規模校なため地歴公民は一人で全学年の授業を担当しており、各学年の授業でそ

れぞれの科目の内容に合わせて新聞を活用することを計画した。また、長野市長選が 10

月に行われたので、全校で共通して取り組む新聞活用の例として主権者教育を実施し

た。 

   日頃から新聞を読んでいる生徒は多くなく、社会情勢やニュースも、テレビやインタ

ーネットなどで触れる程度である。 

    

（２）実践のねらい（育てたい力） 

   本校生徒の実態を踏まえ、以下の３点を設定した。 

  ①新聞というメディアに触れさせる機会を設け、様々なメディアの中から情報を取捨選択する能

力（メディア=リテラシー）を養う。 

②自身の望む社会をつくるための一手段としての選挙の役割を理解する。 

③他者と意見を交わしていく中で、世の中には多様な考え方があることを理解し、そうした様々

な意見や考え方をまとめて創り上げられるのが私たちの社会だと気づかせる。 

 

（３）研究の概要 

  ①各学年の教室に新聞を配布 

各学年に１部ずつ新聞を配布し、教室に常に新聞がある状況をつくった。また、各

学年の地歴公民の授業（１年：現代社会、２年：世界史Ｂ、３年：日本史Ｂ）の際に、

その日のニュースに触れるなどして、新聞を意識させるようにした。現代社会は世界

情勢やニュースなどを毎回の授業の導入として話題にし、世界史Ｂ・日本史Ｂでは紙

面のニュース・出来事の歴史的背景について触れるなどしてから授業を始めた（例：

トランプ大統領がイェルサレムをイスラエルの首都と承認→イェルサレムが歴史的

にどういう土地であるか）。 

  ②地域史（３年選択）の授業での活用 

    学校設定科目として地域の歴史を研究する科目があり、各生徒の興味関心をもと

新聞を活⽤した主権者教育 

指定校⼀年次 ⻑野県⻑野⻄⾼等学校中条校 地歴公⺠科 ⽥村 直洋



にレポート作成・プレゼンを行った。情報収集を行う際に、インターネットや書籍だ

けでなく、新聞を活用した。 

  ③主権者教育（全校） 

    長野市長選が平成 29 年 10 月 29 日（日）に実施されたことに合わせ、各候補者に

ついて調査・意見交換を行い、模擬投票と投票結果の考察を行った。 

ⅰ）事前学習１：民主主義制度や選挙制度、長野市の課題などを学ぶ。 

   ❶民主主義・選挙制度について 

   ❷長野市の課題や生徒の希望・要望→話し合い 

  ⅱ）事前学習２：市長選に向けて、各候補の政策や思いなどを新聞・インターネットな

どを用いて調べる。 

   ❸政策・思いなどについて調査・まとめ（インターネット） 

❹政策・思いなどについて調査・まとめ（新聞＆書籍） 

❺発表・話し合い 

❻マニフェストスイッチの提示→話し合い・アンケート記入（投票理由など） 

ⅲ）模擬投票：10/26（木）14:40～防災訓練終了後、体育館にて 

❼振返り：本校の投票結果と、実際の投票結果を比較・検討する。各候補の当落のみ

ならず、どういった観点で投票したか、どういった政策を重視したかなど

を考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究授業（平成 29 年 11 月２日（木）第３限） 対象：２年進学「世界史Ｂ」 

 テーマ「主権者教育（長野市長選を通して考える私たちの未来）」 

 本時案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）研究のまとめ 

 ①主体的な学びの姿 

当初授業を始めたころは生徒たちの興味関心が低く、「18 歳になっても選挙に行か

ない」と言っている生徒もいた。だが、授業を進めていくうちに、自身にとって身近

な問題だという自覚が出てきて、熱心に取り組む姿が見られるようになった。 

   今回、授業を進めていって驚いたのは、生徒たちの学習への取り組む姿勢である。

選挙に無関心であった生徒たちも両候補者について調べていくうちに、通学費用や

子育てなど、自身の身の回りのことが選挙によって変えられるかもしれない、という

意識を持つようになっていった。本校のアンケート結果を見ると、地域ごと・学年ご

と各生徒が様々な要望を持っており、６人程度のグループ毎で意見を出し合ったと

きに互いの考えを聞いてさらに自身の考察を深めている姿があった。そういった点

では、生徒にとって身近な長野市長選をテーマに据えて主権者教育に取り組んだこ

とが、生徒の学習意欲を高めることにつながったと感じている。 



②マニフェストスイッチ（早稲田大学マニフェスト研究所）の活用 

   早稲田大学マニフェスト研究所（早大マニ研）が行っているプロジェクトで、「マ

ニフェストスイッチ」を、長野県で初めて導入するとのことで運よく活用させていた

だくことができた。全国の政治家にマニフェストの共通フォーマットを提案し、わか

りやすく見やすい形で政策を公開・利活用するというもので、生徒たちにとって両候

補者を比較しやすかったようである。今回は、いきなりマニフェストスイッチを提示

することはせず、自分なりの観点で各候補者の違いをまとめさせてから、自身のまと

めとスイッチの比較を行った。生徒たちは自分なりに各候補について調査してまと

めたが、マニフェストスイッチを見ることで、自分たちのまとめと重なる部分につい

ては自信を深めたし、異なった部分についても差異が生まれた理由について考える

など非常に有益であった。 

③信濃毎日新聞紙面への掲載 

   今回、ＮＩＥだけでなく、上記マニフェストスイッチの活用という点で主権者教育

でも信濃毎日新聞紙上で再三にわたり掲載していただいた。新聞をほとんど読んで

いない、家庭で新聞をとっていない生徒たちから、「親戚に新聞見たよと言われた」

という声が何度も聞かれた。これまで、新聞に興味のなかった生徒たちも、自身が紙

面に掲載され、高校生として真摯に選挙について学ぶ姿が周囲の大人たちに認めら

れたことによってモチベーションアップにつなげることができた。 

 

（５）残された課題 

・今回、生徒たちに話し合いをさせたときに、担当がある程度答えを誘導したり議論の方

向を決めてしまった。生徒たちが様々な考えや意見を提案しているなかで、そうした意

見を私がうまく扱えなかった。反省会でも挙がったが、もっと生徒に自由に議論させる

時間をとるべきであった。 

・もっと全校の職員が気軽に新聞を活用できるように工夫してもよかったと思う。ＮＩＥ

というとどうしても「面倒だ」とか「やりたい教員がやればいい」というものになりが

ちだが、担当していない職員でも気軽に新聞を授業に活用できるようにするのが望ま

しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



・ある⽣徒が調べた各候補者についての情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・マニフェストスイッチ（早稲⽥⼤学マニフェスト研究所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



・本校の模擬投票の結果とアンケート集計結果 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・ある⽣徒の考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 
 
 
 
 

←2017 年 10月 27日付 信濃毎日新聞 

↓2017 年 11月 29日付 信濃毎日新聞 
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